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図表４　スーパーコンピュータの能力向上による理論と実験との整合状況



















































蘆  Intel アーキテクチャベ
ースのLinux クラスタ／
グリッド（世界中）
蘆  DNS メモリ規模：10GB
～ 1TB
蘆 レイノルズ数Reτ＝ 1000 ～ 2000 でのチャネル乱流のDNSが
試みられる。
Del Alamo et al.、2004、
スペイン・マドリッド工科大
岩本 et al.、2005、東大


















































の寸法は 0.001 ～ 10mm、応答時
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